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◆ はじめに 

 私は 2018年 8月 30日から 2019年 6月 26日（現地日時）までの 10か月間、フランス

に滞在し、リール政治学院に留学をしました。私は第二言語としてフランス語を大学で学

習していたので、自らのフランス語能力を向上させるため、また日本と全く異なる環境で

生活し、さまざまなバックグラウンドをもった人たちと交流するために留学をしました。 

 

◆ 学校生活 

 リール政治学院はフランスのGrandes Ecolesの一つであり、諸外国の留学生はもちろん、

一般の学生のレベルは非常に高く、10 か月間でしたが、彼らと同じ教育環境で勉強できた

のは、私にとって非常に良いモチベーションになりました。 

 

 

 

リール政治学院の授業の難易度は私にとって非常に高かったです。私は CEP( Certificat 

d’Etudes Politiques )取得を目標とするコースに所属していました。CEPでは取得条件には

最低限取得しなければならない単位が決められており、そのうちフランス語での授業を最

低 3 つ通年で取らないといけないため、私にとって未体験の課題の重さと量で、バカンス

中でも常に何かしらの課題に追われている環境でした。さらに大変だったのは CEP最後の

試験、Grand oral でした。Grand oralとは口頭試験のことで、最初にくじで引いたお題に
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ついてプレゼンテーションするために 1時間の準備時間が与えられます。その後 10分間二

人の試験官の前でプレゼンテーションをし、その後 10分間は質疑応答の時間です。Grand 

oralは 10か月間の留学生活の集大成でしたが、質疑応答では思うように言葉が出ず、試験

が終わってみて得られたのは、まだまだ自分はフランス語ができないという実感でした。

このことは残念でしたが、この試験によって帰国後もフランス語を引き続き精力的に勉強

を続けていこうと思う良いきっかけになりました。授業の成績評価は、出席、プレゼン、

エッセイ、テストなどでしたが、その中でも大変だったのはプレゼンテーションとエッセ

イでした。もちろんすべてのプレゼンテーションとエッセイは英語かフランス語で行わな

ければなりません。いつまで経っても慣れずに大変でしたが、おかげで日本語どころか、

英語でのプレゼンテーションやエッセイに抵抗がなくなりました。学校生活は非常に大変

でしたが、リール政治学院だから出会えた人がたくさんいて、この学校だったから受けら

れた授業もたくさんありました。リール政治学院で留学生活を送ることができて、本当に

幸せでした。 

リール政治学院では、1年を 9月から 12月の秋セメスターと 1月から 6月までの春セメ

スターの二つに分かれています。世界中から留学生が集まり、様々な文化交流ができます。

しかし多くの留学生が１セメスターで帰国してしまうため、セメスターがおわる時期は留

学生の友だちとのお別れのシーズンでもあり、さみしい時期でもありました。 
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◆ 日常生活 

フランスが日本と 1番異なる点は多民族国家であることです。街に一歩踏み出せば白人、

黒人、アラビア系、アジア系、あらゆる人種の人たちが共生しています。バリバリアジア

人顔の私でも街で歩いていると、フランス人に何度も道を聞かれました。これこそがまさ

に多民族国家で生活するということだと思います。私は１セメスター終わってやっと、耳

が素直にフランス語を言語として、理解すべき言語として受け入れられるようになりまし

た。そのため１セメスターだけでなく、２セメスター留学してよかったと思います。 

 

 

 

一番苦労したことは、自分でフランス語を話す機会を作ることでした。留学してから初

めてわかり、非常に驚いたのですが、自分で意識的に機会を作らない限り、フランス語を

話す機会はそこまで多くないということです。普段は寮で一人部屋なので、部屋にこもっ

てしまえば誰とも話すことはありません。スーパーに買い物に行っても、店員さんとする

会話はたいてい決まったものであるため、新しいボキャブラリーはそこまで増えません。

また、留学生の中には全くフランス語を話さない人もいるため、私の場合ほとんどの留学

生とは英語で会話をしていました。そのため、私はフランス人の学生しかいないバドミン

トンの授業に参加したり、学校以外でフランス人と関わりが持てるように日本人学校でア
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シスタントをしたり、フランス人の友だちを積極的に遊びに誘ったりしていました。この

ようにして、意識的にフランス語を話す機会を作っていました。 

 

 

 

◆ おわりに 

 正直に言うと、自分のフランス語レベルは留学当初に期待したほどは伸ばせませんでし

た。留学終盤になっても、難しいことばかりで打ちのめされてばかりでした。フランス人

の友だちと遊んでも、楽しい反面いつも自分のフランス語能力の低さに落ち込みました。

しかし、自分の留学生活に後悔はありません。さまざまなバックグラウンドを持つ人たち

と関わる中で、自分が無意識に偏見を持っていたことに気が付きました。また日本を海外

から見てみることで、それまでは見えてこなかった日本の側面に気が付きました。周りの

人から日本について聞かれることがよくあり、自分は日本人なのに日本のことちゃんと知

らなかったことに気が付かされました。よく友だちと話していると、正解を問われる質問

ではなく、私の意見を聞かれることがよくありました。最初はそういった質問に驚いてあ

まり答えられなかったのですが、何事に対しても自分の意見を持つことの大切さを学びま

した。また、この留学期間はひたすら自分自身、自分の弱さと向き合い続けた時間でした。

自分にないものばかり見えてきて辛いこともたくさんありましたが、それまでには知らな

かった自分を知ることができました。 
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留学でフランス語能力を伸ばすということよりも、日本とは何もかもが違う国で暮らし

たり、フランス以外の国に行ったり、いままで関わったことのなかった人たちと交流する

ことこそが留学の意味であったように思います。 

 このような貴重な経験をする機会を与えてくださった、大学、家族、先生、世界中の友

人、すべての方々に感謝したいです。 








